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地形・地質 

甲府盆地は面積約 230km2 の盆地で，かつて湖だったといわれています。盆地は

釜無川や笛吹川及びその支川の搬入土砂により形成された 5 つの主要な扇状地から

なります。甲府盆地の周囲の山地は，四万十層群とこれを貫く新第三紀の酸性深成岩

を基盤とし，これを覆う鮮新世以降の火山噴出物を主とした地質から構成されます。 

 

甲府盆地周辺地質図 



地下水 

扇状地堆積層は砂礫を主体とし，盆地における最も有能な帯水層です。また，水

ケ森火砕岩類や曾根層の上部は有能な被圧帯水層となっています。 

甲府盆地の地層層序と帯水層 

 

 

甲府盆地の井戸分布図（1974 年） 

出典 日本の地下水（農業用地下水研究グループ,1986）（一部加筆） 

 「日本の地下水」では全国の地下水盆の概要が紹介されています。各地下水盆の概要を 

 紹介している頁と関連する論文等を、下記の Web ページで閲覧できます。 

   http://www.jagh.jp/jp/g/activities/committee/research/gwdb.html（日本地下水学会） 

 


